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地域の動き 

5
行政・地域住民・民間企業が一体となった賑わい創出に向けて
「万代島地区将来ビジョン」の策定について

■■新潟県交通政策局　港湾整備課

トピックス 

3 山形県沖を震源とする地震に対する北陸地方整備局の対応
■■北陸地方整備局　防災部

視　点

2
地方中小建設業のこれから

■■（一社）石川県建設業協会　常任理事■
（株）北都組　代表取締役社長　　　　　竹腰勇ノ介

技術レポート 

7
高速道路のリニューアルプロジェクト
関越自動車道松川橋における上下部一体の
リニューアルプロジェクト

■■東日本高速道路（株）　新潟支社　湯沢管理事務所

9
自然環境に配慮した施工を！
ほ場整備事業における環境配慮について

■■射水工業（株）

11

遠隔操縦式水陸両用大型バックホウ開発経緯と
水陸両用ブルドーザ工事事例について
浅水域で威力を発揮する水陸両用機械工法

■■青木あすなろ建設（株）　土木技術本部　環境リニューアル事業部　■
馬欠場真樹　小笠原　司　○飯塚　尚史■
技術研究所　メカトロ技術部　坂本　繁一

15
高精度赤外線解析技術の活用
非破壊試験による診断技術開発

■■（株）クリエイトセンター

災害対策本部会議の開催状況▶P.3

万代島地区を上空から望む▶P.5

松川橋の床版取替▶P.7

技術レポート    
繁忙期と雪氷期間を除いた GW 明け~お盆前とお盆明

け~雪氷期前までの年 2 シーズンとし、対面通行を実施

した場合でも、渋滞の発生の見込みのない時期を計画

した。 
 
 
 
 
 
 
 
（２）交通規制の安全対策 
交通事故発生の防止を図るため、工事規制区間の上

流に簡易トラカン・簡易カメラを設置し、交通状況を

常時監視する（写真-3）。また、簡易 LED 情報板にて、

工事規制情報や渋滞情報の提供を行う。 

 
 

 
 
（３）施工 
床版取替は、既設床版の撤去後、現場での施工量が

少なく、工程を短縮をするため、また耐久性の高いプ

レキャスト PC 床版を設置する工法とし、下り線側の

施工を令和元年に、上り線側の施工を翌年の令和 2 年

に計画している。下り線側の施工は、200t 吊ラフター

クレーン 2 台を用い、中央部から端部に向かって実施

し、合計で 157 パネル（1 パネルの大きさ：2.2m×

11.65m）の床版取替を実施する（写真-4）。作業は昼間

のみで実施し、1 日 8 枚分の床版を取り替える（上り

線は設計中）。壁高欄は、床版同様プレキャスト製のも

のを採用した（写真-5）。取り替えた新たな PC 床版に

は、床版劣化を抑制する高性能床版防水工を施し、そ

の上に高機能舗装を敷設し、工事を完了させる。 

 
 

４．更なる耐震補強  
高速道路や直轄国道について、大規模地震の発生確

率等を踏まえ、落橋・倒壊の防止対策に加え、路面に

大きな段差が生じないよう、支承の補強や交換等を行

う対策を実施している。 
松川橋（S55年道路橋示方書適用）の床版取替工事

と更なる耐震補強工事を同一工事とすることで橋梁の

上下一体的な施工が可能となり、効率的な施工が見込

まれる。 
橋脚の補強は、P1～P4橋脚は河川区域内であるこ

とを考慮し、橋脚の補強後の河積阻害率を極力増やさ

ないため、補強厚の小さい鋼板巻立て工法を採用し

た。それ以外のP5～P7橋脚については標準工法であ

るRC巻立て工法を採用した。 

 
 
また、耐震補強の一環として、橋脚の補強の他に、

①P5橋脚部における桁の連続化、②既設のBP支承か

ら免震支承への取替（主桁と橋座間が小さいため鉛直

支承と水平支承を有する機能分離支承を採用）、③橋

台部の縁端拡幅を実施する。 

 
 
 

５．おわり  
今回の工事では、橋梁の上部工の床版取替と下部工

の耐震補強を同一工事のパッケージング工事として事

業を進めている。事業遂行の効率性を高めるため上下

部同一工事で計画としたものだが、今後も今回同様、

床版取替と耐震補強の必要な橋梁は少なからずある。

今回の工事での課題を整理しつつ、高速道路のネット

ワーク機能を永続的に健全に保つために、リニューア

ルプロジェクトの効率的執行性を高めていかなければ

ならない。 

1）東日本高速道路ＨＰ（プレスリリース） 
https://www.e-nexco.co.jp/renewal/kanetsu/ 

●問い合わせ先

東日本高速道路株式会社 新潟支社 湯沢管理事務所
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図 交通規制の安全対策
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魚巣施工完了▶P.9

遠隔操縦式水陸両用大型バックホウ、
水陸両用ブルドーザ▶P.11

橋梁床版下面の高精度赤外線
解析画像▶P.15

高精度赤外線解析
「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 
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26 NETIS登録技術
■平成30年度登録技術

・RPDによる岩盤の多方向動的貫入試験■
　【登録番号：HR－180003－A】■
　（株）興和

・社会インフラモニタリングシステム■MMSD■
　【登録番号：HR－180004－A】■
　三菱電機（株）

【別紙2】NETIS紹介シート

平成３０年度に北陸地方整備局でNETISに登録された技術を紹介します。

技術名称

登録番号 HR-180003-A 区分 工法

申請者 株式会社 興和 問合せ先 025-281-8815

平成３０年度に北陸地方整備局でNETISに登録された技術を紹介します。

技術名称

登録番号 HR-180004-A 区分 システム

申請者 三菱電機 株式会社 問合せ先 078-682-6797

RPDによる岩盤の多方向動的貫入試験

社会インフラモニタリングシステム MMSD

1.概要

①何について何をする技術なのか?

・岩盤の水平・傾斜方向の測定とコア試料の採取が同時にできるRPD(ロータリーパー

カッションドリル)を利用した動的貫入試験方法

②従来はどのような技術で対応していたのか?

・ロータリー式コアボーリングと採取したコア試料を利用した針貫入試験と一軸圧縮試験

③公共工事のどこに適用できるのか?

・岩盤調査や支持層調査の補間、補足調査／水平方向、傾斜方向の岩盤調査

改良地盤の出来高・品質確認調査

2.新規性および期待される効果

①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・岩盤調査で従来から多用されているロータリー式コアボーリングと硬軟変化を把握するために行う採取コアを利用した針貫入試験を、コア採取

も同時に行えるRPDの打撃掘削機構を利用した動的貫入試験に変えた。
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

・ロータリー式コアボーリングを掘削能力が高い を利用したコアボーリングに変えたことにより、掘削速度が 速くなり、掘削方向も容易に変え

る ことができるため、調査工程を約 に短縮できると共に、施工性の向上も 図れる。

・針貫入試験では不可能であった 硬岩でも硬軟変化の把握が可能になり、施工性の向上が図れる。

3.適用条件・範囲

①適用可能な範囲

・中型 または大型 と削孔先端具に を利用し、 値の測定とコア試料を同時に取する場合の試験方向、適用可能地盤、試験可能

深度は、以下に示す通りである。

）試験方向：水平・傾斜方向の他、鉛直方向も可能である。

）適用可能地盤：中型 、大型 を利用した場合の何れも軟岩・硬岩の他、セメント改良地盤、砂礫、砂・砂質土、粘性土にも適用できる。

）試験可能深度

中型 ：出力 ～ 相当 ～ 程度／出力 ～ 相当 ～ 程度

大型 ：出力 ～ 相当 ～ 程度／出力 ～ 相当 ～ 程度

②特に効果の高い適用範囲

・岩盤でも短期間で調査が行え、水平・傾斜方向の試験も可能であることから、機動性を要求される既岩盤調査ボーリングの補間・補足の他、ト
ンネル切羽前方先進調査、グラウンドアンカー工やロックボルト工における各孔の定着地盤確認、セメント系改良地盤の改良長と連続的な強度

確認などの出来高・品質管理調査で高い効果が期待できる。

4.従来技術との比較

【従来技術：ロータリー式コアボーリングとコア試料を利用した針貫入試験と一軸圧縮試験】

●経済性：6％低下 ●工程：51％短縮 ●品質：同程度 ●安全性：同程度 ●施工性：向上 ●周辺環境への影響：低下

1.概要

①何について何をする技術なのか?

・道路トンネル点検についてラインカメラとレーザーの搭載車両による走行型計測とその解析結果を元にトンネルのひび割れを自動検出する技術。

②従来はどのような技術で対応していたのか?

・点検員が高所作業車を用いた近接目視によりひび割れを検出。

③公共工事のどこに適用できるか

・計測車両が走行可能な道路トンネル点検業務(トンネル覆工面の漏水状況やひび割れの確認を目視と同等の精度で実現)

2.新規性および期待される効果

①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)

・トンネル点検のひび割れ検出を、高所作業車を使った近接目視から、計測車両を使った走行型計測に変更。

・点検員の近接目視によるひび割れ検出から、走行型計測で撮影した画像のMMSD解析によるひび割れ自動検出に変更。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

・走行型計測に変更することで、通行止めや交通規制時間が削減さ

れるため、安全性が向上する。

・MMSD解析によるひび割れ自動検出に変更することで、撮影した画

像と重ね合わせて変状展開図を自動作成することにより工程の短

3.適用条件・範囲

①適用可能な範囲

・計測車両が通行可能な道路トンネルの覆工面
②特に効果の高い適用範囲

・従来技術に比べ、覆工面のひび割れ密度が高いほど工程の短縮効果が高い。

4.従来技術との比較

【従来技術：点検員が高所作業車を用いた近接目視によりひび割れを検出】

●経済性：2.5％向上 ●工程：9.4％短縮 ●品質：同程度 ●安全性：向上 ●施工性：向上 ●周辺環境への影響：向上

【概略図】社会インフラモニタリングシステム 
MMSD　概略図▶P.26
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●経済性：2.5％向上 ●工程：9.4％短縮 ●品質：同程度 ●安全性：向上 ●施工性：向上 ●周辺環境への影響：向上

【概略図】

RPDによる岩盤の多方向動的貫入試験
▶P.26

全国産業教育フェアプレ大会の状況
▶P.17

鳥取災害派遣▶P.19

地元のお祭り「夜高祭り」の「行燈（あんどん）」
を社屋の屋外スペースに設置、地元の皆さ
んと社内スタッフと一緒に記念撮影▶P.21

構造物の確認を行う▶P.24

■国道470号能越自動車道　輪島道路
　輪島道路は、（仮称）輪島IC～のと里山空港IC間の11.5kmを整備する事業です。
　（仮称）三井IC～のと里山空港ICは、2022年夏までの開通を目指して工事を進めています。
写真は、現在建設中の小泉高架橋です。� （写真提供：清水建設㈱）


